
【令和５年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都肢体不自由特別支援学校進路指導連絡協議会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の目的 

 

 

 

Ⅲ 研究の内容 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 実践事例 

 １ 就業体験「キャリア・メンタリング・プログラム」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
２ 就業体験「日本マイクロソフト株式会社オンライン職場見学会」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 在宅就労に関する調査・研究「学習会①」 

 

ゴールドマン・サックス証券株式会社の協力の下、高等部生徒の

キャリア教育の機会として就業体験を実施した。 

当日は 10校から高等部生徒 14人が参加し、主催「 公益社団法人ジ

ュニアアチーブメント日本」進行の下、参加者とのアイスブレイクや

会社見学、キャリア・メンタリングに取り組み、他者理解やコミュニ

ケーションの実践、自己理解を深めた。 

進路指導の実態調査・研究及び就業体験・学習会等の企画・運営 

 東京都内にある都立肢体不自由特別支援学校 18校及び、筑波大学付属

桐が丘特別支援学校・新宿区立新宿養護学校の進路指導担当教員約 30 名

で構成し、年間７回の協議会にて、進路指導上の課題検討や情報交換を

行っている。また、就業体験や学習会の企画・運営、進路指導とキャリ

ア教育に関する調査・統計を行い、関係諸機関との連携を図っている。 

 在宅就労の先進事例として沖ワークウェルから講師を招き、法人の

事業や株式会社沖ワークウェルが開発した ワークウェルコミュニケ

ータ」を活用した バーチャルオフィスシステム」のデモンストレー

ションをとおして在宅就労の実際について学んだ。 

「「講師から、在宅就労の検討や就労後のＱＯＬ向上へ向け、在学中か

ら福祉サービスを導入しておくことの重要性について助言を受けた。 

 

・進路指導に関する課題の解決や情報共有・共通理解を図る。 

・就業体験等を企画し、進路先開拓とキャリア教育推進に資する。 

・諸調査の成果を活用し、関係諸機関と共に進路指導を推進する。 

１ 各校進路指導の取組みに関する情報交換 

 ・会場及びリモートによるハイブリッド開催 

 ・肢体不自由のある児童・生徒への進路指導に関する専門性の共有 

２ 各種調査 

・地域別在籍者数、卒業生進路実態、各校作業学習の実際、各校進路

指導における外部機関活用実態 

・多様な学び方や働き方に関する調査・研究 

３ 就業体験 

・企業のＣＳＲ活動を活用した共同企画 

４ 在宅就労に関する調査・研究 

日本マイクロソフト株式会社及び日本ヒューレット「・パッカード

合同会社の協力の下、中学部生徒のキャリア教育の機会としてオンラ

インでの職場見学会を実施した。 

当日は 15 校から生徒約 60 人が参加し、会社様の進行の下、見学や

グループワークに取り組み、働く人々との交流や企業の取組などを体

験した。 
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４ 在宅就労に関する調査・研究「学習会②」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 在宅就労に関する調査・研究「学習会③」 

Ⅴ 研究の成果と課題 

 

＜連絡先＞ 

団体名 東京都肢体不自由特別支援学校進路指導連絡協議会 

代表者 

所属 東京都立鹿本学園 

職 氏名 校長 高橋 馨 

連絡先 03－3653－7355 

事務局 

所属 東京都立鹿本学園 

職 氏名 主任教諭 齋藤 信子 

連絡先 03－3653－7355 

 

 研究成果は、次の４点である。 

① 情報交換」では、事務局が各校の進路指導上の課題を事前集約・

整理して会議運営することで、有意義な情報交換や検討を深めること

ができた。 

② 各種調査」の活用では、進路指導担当者が学区域内だけでなく、

隣接する区市町村や周辺地域の状況についても把握し、進路指導にあ

たることができた。 

③ 就業体験」は、６つのプログラムを企業と連携し実施した。５年

ぶりに参集型で実施したプログラムもあり、生徒や引率教員からは、

実際に顔を合わせ交流や学習ができる喜びや有意義さが確認できた。

反面、遠隔地の学校からはリモート型でなければ参加が難しい場合が

あるとの意見が出され、目的や内容と共に開催形式についても検討し

ていく必要性がある。 

④ 在宅就労」では、学習会のほか、就労体験を通じた事例研究も進み

情報の蓄積が進んだ。 

今後の課題は、専門性の向上、調査の更なる活用、在宅就労の実現

や希望進路実現へ向けての関係機関との連携、若手育成などである。 

 令和３年４月に在宅型雇用を開始した、株式会社リクルートスタッ

フィングクラフツから講師を招き、在宅事業や特別支援学校向け オ

ンラインしごと体験会」について学んだ。 

在宅型雇用開始から３年目となる現在、勤務場所や勤務時間、雇用

期間等について、在宅勤務社員のニーズを聞き取り、実情を踏まえた

就業条件の変更および検討を進めている企業努力等の報告を受けた。 

 本協議会では、 在宅就労作

業部会」 『進路の手引き』部

会」の２つの部会を置き、若手

教員育成へ向けた研修機会拡

充や進路指導における参考資

料の編集を実施している。今年

度も「 東京都障害者 IT地域支援

センター」への施設見学や「『進

路の手引き』の検討を行った。 

『進路の手引き』は、若手教

員育成のために、平成 31年度か

ら検討を開始し、毎年度、文言

の精査や内容の見直しなどを

重ね、より最新の情報に即した

内容となるよう改訂している。 

東京都肢体不自由特別支援学校 

進路指導連絡協議会編集 

『進路の手引き』目次 


